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9月９日（水）、福島県会津若松市において「死亡野生イノシシ」のCSF

（豚熱）の感染が確認されました。 

１．発見日  9月８日（火） 

２．発見場所 福島県会津若松市 
  （雄、体長110㎝、40kg） 

３．検査状況 
（1）家畜保健衛生所の遺伝子検査で陽性 

   と判断されたため、専門の研究機関 

   に検査依頼。 

（2）専門研究機関での精密検査の結果、 

   9日（水）に陽性と確定。 

 ★発見場所は、山形県境まで約35ｋｍ、宮城県境まで約65ｋｍの地点です。 

 なお情報の取り扱いには、お気を付けくださいますよう、お願いいたします。 

※ 今後、農林水産省の牛豚等疾病小委員会で、本県をワクチン接種推奨
地域へ指定することに関し協議される予定です。 

（ワクチンは推奨地域に指定された後、県のワクチン接種プログラムを確
認のうえ、開始されることとなります。） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

福島県会津若松市で野生イノシシ 

のCSF(豚熱)の感染を確認！ 
【沖縄県初発・国内 5２、５３例目】 

 
中 央 家 畜 保 健 衛 生 所 

村山地域家畜畜産物衛生指導協会 

〒990-2161 山形市漆山 736 番地 

Tel  023-686-4410/Fax  023-686-5715 

  
★日頃から豚の様子をしっかり観察し、 CSF の特定症状（裏面参照）

を発見した場合は、早期に通報。  
★ 豚舎ごとに長靴の交換。 

特に、分娩舎は出入り頻度が高いため、ウイルス侵入のリスクが高く

なりますので専用長靴に履き替え、掃除・消毒・手洗い等を徹底。 

★ ウイルスを持ち込む可能性のあるネズミの駆除。 

★ 野生動物の侵入防止対策に努め、農場以外の人、車両との接触

の可能性が高い場所（例えば出荷台など）の消毒徹底。 

農場を守るため、再度ご確認ください！ 



 

 

 

CSFを疑うような症状を見つけた時は、中央家保まで連絡を！ 

中央家畜保健衛生所 023-686-4410（休日・夜間共通） 


